
○岡田議長 次に、岩﨑議員。

〔岩﨑議員質問席へ〕

○岩 﨑議 員 会 派自 由 創政の 岩﨑 でご ざいま す。 私は、 令和 ７年

３月 定例 会にお きま し て、大 項目 ３点 質問し たい と思い ます 。１

点目 は山 陰・中 国横 断 新幹線 整備 促進 につい て、 ２点目 は地 方創

生を 軸と した人 口対 策 の推進 につ いて 、３点 目は コロナ 禍後 の各

種学 校行 事の縮 小に つ いて、 以上 大項 目３点 質問 してま いり たい

と思 いま す。市 長並 び に教育 長、 そし て執行 部の 皆さん の誠 実な

御答弁をお願いするものであります。

そ れで は、最 初に 、 新幹線 整備 につ いてで ござ います が、 国の

最新 動向 につい て、 先 般、中 国横 断新 幹線整 備促 進会議 研修 会が

本市 で開 催され まし た 。中海 ・宍 道湖 ・大山 圏域 の各首 長、 圏域

市町 村議 会議長 、圏 域 商工会 議所 、そ して新 幹線 整備促 進市 議会

議員 連盟 、行政 職員 、 各関係 団体 が一 堂に会 して 、新幹 線整 備に

係る国の動向等、研修を受けました。

そ こで 、まず は研 修 の概要 につ いて お尋ね をい たした いと 思い

ます。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 当日 の研 修会 の概要 でご ざいま すが 、今

回、 目的 といた しま し ては中 国横 断新 幹線、 いわ ゆる伯 備新 幹線

でご ざい ますけ ども 、 この新 幹線 の整 備に向 けま した機 運醸 成の

ため に実 施され たも の であり ます 。講 師はお 二人 でござ いま して、

お一 方は 四国経 済連 合 会の安 藤事 務局 次長、 そし てもう お一 方が

国土 交通 省鉄道 局の 足 立官房 審議 官で ござい ます 。その うち 足立

官房 審議 官から は様 々 な御説 明を いた だきま した 。例え ば新 幹線



整備 の経 緯です とか 現 行の整 備ス キー ム、さ らに は整備 計画 路線

の動 向、 加えま して 、 基本計 画路 線の 今後の 可能 性など 詳細 な説

明を いた だいた とこ ろ でござ いま す。 参加者 約１ ２０名 でご ざい

まし たが 、皆様 の理 解 が深ま った とい うふう に考 えてご ざい ます。

以上であります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ の研 修 を受け られ まし て、市 長の 感想な り御 所見

をお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 こ の研 修 で講師 をさ れま した国 土交 通省鉄 道局 の足

立官 房審 議官で ござ い ますけ れど も、 審議官 から は財源 の動 向で

すと か、 あるい は整 備 スキー ムま で詳 細にお 話を 伺うこ とが でき

まし た。 国とし て新 幹 線整備 を着 実に 推進さ れて いくと いう お考

えを 確認 するこ とが で きまし て、 改め て伯備 新幹 線の整 備促 進に

向け た決 意を新 たに し たとこ でご ざい ます。 また 、フル 規格 によ

る新 幹線 整備、 これ を 最終形 とし つつ も、そ の移 行段階 とし て例

えば 山形 や秋田 で走 っ ており ます ミニ 新幹線 など 在来線 利用 を前

提と した 整備手 法も 検 討対象 にな り得 るとい う御 見解も 伺う こと

がで きま した。 した が いまし て、 今後 、我々 とい たしま して もフ

ル規 格を 最終的 な目 標 としつ つも 、現 実的な 整備 プロセ スと して

こう した ことも 考え 方 に入れ てい く必 要があ るの かなと いう ふう

にも 思い ました 。伯 備 新幹線 ・山 陰新 幹線整 備促 進米子 市議 会議

員連 盟の 皆様と も連 携 をした 上で 、今 後、伯 備新 幹線の 早期 整備

を国に訴えかけていきたいと考えております。

○岡田議長 岩﨑議員。



○岩 﨑議 員 今 回、 四 国新幹 線整 備促 進期成 会の ほうか らも 講師

の先 生を お招き して お りまし た。 今回 の研修 会に は私ど も中 国横

断新 幹線 整備促 進会 議 と併せ 、誘 致合 戦を繰 り広 げてい ただ いて

おら れま す四国 新幹 線 整備促 進期 成会 から四 国経 済連合 会、 安藤

事務 局次 長を講 師に お 迎えい たし まし て、地 域と 一体と なっ た取

組に つい て、様 々な 観 点から 、我 々の 今後の 誘致 に対し て参 考と

なる 事例 等を丁 寧に 御 教示を いた だき ました 。そ こで、 この 安藤

事務 局次 長から の御 講 演の内 容に つい てお尋 ねを したい と思 いま

す。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 今回 御講 演を いただ きま した四 国経 済連

合会 、安 藤事務 局次 長 の御講 演で ござ います が、 基本計 画路 線を

有し ます 四国地 域の 取 組事例 を研 究い たしま すと ともに 、伯 備新

幹線 の整 備促進 に向 け た今後 の私 ども の活動 の参 考とす るた め、

研修 会プ ログラ ムの 一 つとし て企 画を された とこ ろであ りま す。

安藤 様か らは、 ２０ １ ７年に 四国 新幹 線整備 促進 期成会 を設 立し

た経 過、 活動状 況の ほ か、Ｓ ＮＳ を使 った情 報発 信です とか 、あ

るい は署 名活動 とい っ た機運 醸成 に関 する熱 心な お取組 、こ のよ

うな こと など、 四国 新 幹線導 入に 向け ました 地域 として の取 組事

例を御紹介をいただいたところであります。以上でございます。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 こ れに つ いても 市長 から その御 講演 を受け て、 御所

見をお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 私 から ２ つ申し 上げ てお きたい んで すけど も、 一つ



は、 まず 、四国 の新 幹 線整備 促進 期成 会の皆 様と 、我々 の中 国横

断新 幹線 整備推 進会 議 には同 じ立 場が ござい まし て、こ れは いず

れも 基本 構想と して こ の路線 を持 って いるわ けで すが、 これ が整

備計 画に 格上げ され て いない 状況 があ るとい うと こでご ざい まし

て、 四国 の皆様 も本 当 に長き にわ たっ てこの 要望 活動を 熱心 に繰

り広 げて いらっ しゃ い ますし 、機 運醸 成を図 られ ている とい う点

につ きま しては 、非 常 に我々 とし ても 共感を 覚え るとこ でも あり

まし たし 、その 熱意 に ついて は本 当に 見習う べき とこも ある なと

いうふうに感じたとこでございます。

そ して もう１ 点、 大 事なこ とは 、か つて、 以前 からこ の四 国の

方も この 新幹線 の誘 致 をされ てい たん ですけ れど も、大 きく ２つ

のル ート 案があ りま し て、一 つは 淡路 島ルー トと いって 淡路 島を

経由 する ルート 、も う 一つは 岡山 から 本四架 橋、 瀬戸大 橋を 渡っ

て南 下す るルー トと ２ つあっ たん です けども 、ち ょっと 少し 前に

徳島 県の 後藤田 知事 が 英断を 下さ れま して、 これ は岡山 ルー トで

すね 、岡 山ルー トに こ れを一 本化 する という こと で四国 がま とま

られ まし た。岡 山ル ー トとな ると 、我 々の伯 備新 幹線の 終点 、あ

るい は起 点とい うの も 、これ も岡 山に あるわ けで すから 、い ろん

な意 味で 連携、 すご く 大事だ なと いう ことも 思い ました 。し たが

いま して 、今後 につ き まして 、両 組織 での連 携し た取組 につ きま

して もよ く検討 して い かねば なら ない なとい うふ うに思 った とこ

ろでございます。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 市 長か ら 感想な り御 所見 をいた だき ました 。お っし

ゃるとおり、私も同じ考えでございます。



そ れで は、こ れま で 我々、 中国 横断 新幹線 整備 推進会 議と 四国

新幹 線整 備促進 期成 会 、これ は別 々に 誘致活 動を 行って まい りま

した 。次 の計画 、次 の 基本計 画路 線か ら整備 計画 路線へ の格 上げ、

これ を目 指して 、ま た 一方で は、 例え ば南海 トラ フ巨大 地震 の対

策等 も考 えると 、中 国 ・四国 はよ り連 携をし て、 国に対 して より

大き な力 で要望 活動 を 展開す べき と考 えてお りま す。こ れに つき

まして、市長の御所見をいただきたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 中 国横 断 新幹線 整備 推進 会議と いた しまし ては 、令

和４ 年７ 月に四 国新 幹 線整備 促進 期成 会ほか 、基 本計画 路線 を抱

える 全国 各地の 期成 同 盟会と とも に総 理大臣 への 合同要 望を 行う

など 、こ れまで も両 組 織が連 携を 取り ながら 早期 の整備 促進 に向

けた 活動 を行っ てま い りまし た。 研修 会にお ける 岩﨑議 員の 御提

案は もと よりで ござ い ますし 、南 海ト ラフ地 震な ど国土 全体 とし

ての 大規 模災害 時の リ スクヘ ッジ を図 る観点 から も、伯 備新 幹線

と四 国新 幹線、 四国 横 断新幹 線に より ます高 速鉄 道ネッ トワ ーク

の構 築を 図る必 要性 、 これは 一層 高ま ってき たと いうふ うに 考え

てお りま す。講 師と し て御参 加を いた だきま した 、四国 新幹 線整

備促 進期 成会の 事務 局 の次長 さん から も、両 組織 連携に よる 活動

に賛 意を 示して いた だ いたと ころ でも ござい ます ので、 両組 織に

よる 合同 要望な ど、 ま ずは事 務局 レベ ルでさ らな る具体 的な 連携

方策について協議を進めていきたいと考えております。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 今 回の こ の研修 会、 本当 に一歩 も二 歩も前 進し たの

かな と思 ってお りま す 。四国 から 事務 局次長 が来 られて 研修 を受



けた とい うのも 大き か ったん です けど も、や はり 同じ立 場で いな

がら 別々 に誘致 合戦 を 繰り広 げて いる という のは ちょっ と、 合理

的と 言っ たらち ょっ と 言葉は 語弊 があ るかも 分か りませ んが 、や

はり 一緒 な大き な力 で 今後も さら にこ の地域 、横 断する 、縦 断す

るよ うな 、そう いう 動 きも非 常に 重要 になっ てく るんだ ろう と思

いま す。 ぜひ今 、市 長 から御 答弁 いた だきま した が、よ り連 携を

深め てい ただい て、 今 後も推 進さ れる ことを 強く 望んで おき ます。

そ れで は、次 の話 題 に入り たい と思 います 。次 は、地 方創 生を

軸とした人口対策の推進についてお尋ねをしたいと思います。

人口 減 少問 題に 係 る国 の最 新 動向に つ いて 。２ ０ １４年 ６ 月、

これ は当 時の日 本創 成 会議・ 人口 減少 問題検 討分 科会の 連名 で、

２０ ４０ 年には 全国 の ８９６ 自治 体が 消滅す る、 いわゆ る消 滅可

能性 都市 リスト 、こ れ は我々 にと って 大変衝 撃を もたら しま した。

それ から １０年 が経 過 いたし まし た。 東京の 出生 率は 0.９ ９ に な

る な ど 、 少 子 化 は 加 速 し て お りま す。 ２０２ ３年 、日本 の人 口は

１億 2,４ ０ ０ 万 人 で あ り ま し た が 、 こ の ま ま だと ２１０ ０年 に日

本の 人口 は 6,３ ０ ０ 万 人 に 半 減 し 、 高 齢 者 が ４ 割 の国に なり かね

ない と言 われて おり ま す。そ して それ に伴い 、あ らゆる 経済 社会

シス テム が現状 を維 持 できな くな り、 経済は 縮小 スパイ ラル に陥

り、 社会 保障の 基盤 が 崩れ、 地方 は消 滅する と言 われて おり ます。

そん な中 、昨年 １１ 月 ３０日 、本 県で は、日 本創 生に向 けた 人口

戦略 フォ ーラム ｉｎ と っとり が開 催さ れまし た。 ちょう ど時 期を

同じ くし て、鳥 取県 初 の内閣 総理 大臣 、石破 内閣 が発足 し、 日本

創生 「鳥 取から 未来 を 創る！ 」を 政策 の最も 重要 な位置 に据 えら

れま した 。それ らを 踏 まえ、 以下 何点 か質問 した いと思 いま す。



まず 、人 口減少 問題 に 係る国 の最 新動 向につ いて 。これ は、 米子

市の 人口 動態と 対策 に ついて 、人 口問 題が叫 ばれ てから １０ 年が

経過 いた しまし たが 、 米子市 の人 口動 態、さ らに その対 策に つい

て、現状、お聞かせください。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 米子 市の まず 現状で ござ います 。本 市の

直近 １０ 年間の 人口 推 移につ きま して は、現 在、 減少傾 向と なっ

てご ざい ます。 状況 と いたし まし ては 、２０ ２５ 年の国 勢調 査ベ

ース でご ざいま すが １ ４万 9,３ １ ３ 人 、 そ し て ２ ０ ２ ４ 年 、 こ れ

は県 の人 口動態 調査 の 結果で ござ いま すが、 １４ 万 4,０ ０ ４ 人 と

い う ふ う に な っ て ご ざ い まし て 5,３ ０ ０ 人 の 減 少 、 そ し て 3.５ ％

の 減 少 と な っ て ご ざ い ま す 。 対 策 につ きまし ては 、今、 国の ほう

では 、新 しい地 方経 済 ・生活 環境 創生 本部に おき まして 、地 方創

生 2.０ の 「 基 本 的 な 考 え 方 」 が 決 定 を さ れた とこ ろであ りま す。

その 中で 明示さ れて ご ざいま すの は、 今後、 人口 減少の ペー スが

緩ま ると しまし ても 、 当面は 人口 、生 産年齢 人口 が減少 する とい

う事 態を 正面か ら受 け 止めた 上で 、人 口規模 が減 少して も経 済成

長し 、社 会を機 能さ せ る適応 策を 講じ ていく と、 このよ うな 考え

方が 示さ れたと ころ で ござい ます 。国 の現在 のス タンス とし ては、

これ が基 本政策 であ り ます。 あわ せま して、 これ を実行 して いく

ため の予 算措置 とい た しまし て、 旧地 方創生 交付 金でご ざい ます、

新し い地 方経済 ・生 活 環境創 生交 付金 、その ほか 、二地 域居 住促

進計 画な どが定 めら れ てござ いま す。 このよ うな 財政支 援の 活用

など も視 野に入 れな が ら、私 ども 取組 を進め てい きたい とい うふ

うに考えてございます。以上であります。



○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 国 の考 え の最新 動向 とい うこと も御 説明い ただ きま

した 。そ して米 子市 に ついて は、 この １０年 間で 約 5,３ ０ ０ 人 の

減 少 、 3.５ ％ の 減 少 率 と い う こ と に な っ て ご ざい ます。 あわ せま

して 、周 辺市町 村の 直 近の１ ０年 間の 人口推 移に ついて もお 尋ね

したいと思います。

○岡田議長 佐々木総合政策部長。

○佐 々木 総合政 策部 長 周辺 地域 でご ざいま すが 、対象 とし て県

内の 他市 、また 西部 管 内の町 村と いう 比較を いた します と、 まず

は西 部管 内でい いま す と、日 吉津 村を 除きま して いずれ も人 口は

減少 傾向 でござ いま す 。傾向 とい たし まして は、 特に中 山間 地域

が多 い市 町を中 心に 減 少率が 高い 傾向 となっ てご ざいま す。 一方、

県内 各市 の状況 でご ざ います が、 鳥取 市が 5.９ ％ 減 少 、 倉 吉 市 が

１ 0.６ ％ 減 少 、 境 港 市 は 7.６ ％ 減 少 と な っ て ご ざ い ま し て 、 本 市

の減 少率 と比較 をし ま すと、 本市 は比 較的緩 やか な減少 の推 移に

とど まっ ている と、 そ ういう 状況 が見 てとれ る結 果とな って ござ

います。以上であります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 分 かり ま した。 緩や かで はあり ます が、減 少は 減少

で間 違い なく減 少し て るとい うこ とで ござい ます 。今後 の動 向に

つい ては まだち ょっ と 未確定 では あり ますが 、ま たさら に加 速化

する可能性もあるということでございます。

そ れで は、こ の人 口 動態の 推移 につ いて、 市長 の御見 解と 今後

の展望についてお尋ねしたいと思います。

○岡田議長 伊木市長。



○伊 木市 長 具 体的 な 数値等 につ きま しては 先ほ ど佐々 木部 長か

ら答 弁を いたし まし た が、米 子市 につ きまし ては 他の市 など に比

べま すと 、若干 その 減 り方は 緩や かで あると いう 実情で ござ いま

す。 ただ し、こ れは 周 辺の市 町村 の動 向を見 たと きには 、決 して

米子 市が 何かこ う努 力 したか らと いう ことで は決 してな くて 、や

はり その 周辺市 から の 流入と いう もの も多分 にあ ったで あろ うと

いう こと を考え ます と 、やは りこ れは 面で捉 えて 、もう 少し 広い

地域 で捉 えて、 圏域 で 捉えて 、人 口問 題とい うの は考え てい かな

ければならないと、そのように思っているとこでございます。

一 方で 、全体 の人 口 が増え ない 状況 の中で 、国 全体の 人口 が増

えな い状 況の中 で地 域 的に人 口を 増や そうと いう 政策を 競う よう

にや ると いうの は、 こ れは地 方創 生と いって も何 か地域 政策 、ゆ

がむ ので はない かな と いうふ うに おそ れを思 いま す。つ まり 、言

って みれ ば出生 数、 あ るいは 出生 率が 上がる とか 増える とか そう

いう こと ではな くっ て 、何か 人口 移動 を誘引 する と言い まし ょう

か、 移住 政策を 一生 懸 命やる とか 、そ ういっ た政 策が中 心に なっ

てく るこ とは果 たし て よいの かど うか という のは 非常に いろ いろ

疑問 を持 ちなが ら、 今 のいろ んな 様々 な取組 をし てるの も実 は事

実で ござ います 。そ う いう意 味で は、 まずこ の人 口減少 につ きま

して は、 簡単に これ が 増加に 転じ るこ とはし ばら くない だろ うと

いう 想定 の下、 やは り その人 口が 一定 程度減 少し ていく こと を前

提としたまちづくりをしていかなければなりません。

具 体的 には、 各企 業 におい ては 生産 性の向 上を 目指す 話で すと

か、 本自 治体に おき ま しても でき るだ けこの 人口 減少の ペー スに

沿っ た我 々の職 員定 数 という もの を定 めつつ 、そ れでも 住民 サー



ビス を低 下させ ない よ うな努 力な どな ど、様 々な 局面に おい てこ

うし た努 力を重 ねて い くこと が必 要だ ろうと いう ふうに 思っ てお

りま して 、引き 続き そ うした 要素 を折 り込ん だま ちづく りと いう

ものを展開していきたいと考えております。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 そ れで は 、続き まし て、 本市に おけ る子育 ての 強化、

これについて……。

○岡田議長 岩﨑議員、３項目めに行かれますか。

○岩﨑議員 そうですね、はい。これで大丈夫です。

○岡田議長 そのまま、すみません、どうぞ。

○岩﨑議員 大要３項目めはまだもうちょっと先……。

○岡田議長 すみませんでした。どうぞ。

○岩 﨑議 員 続 けま す 。本市 にお ける 子育て 支援 につい てお 尋ね

をし たい と思い ます 。 子育て を母 親１ 人が担 うの ではな く、 父親

や家 庭、 地域が 共同 で 子育て を担 って いく共 同養 育とい う言 葉あ

りま す。 これに つい て 、本市 のお 考え をお尋 ねし たいと 思い ます

が、 まず は石破 総理 が 提唱な さっ てい る産学 官金 労言と いっ た幅

広い ステ ークホ ルダ ー が参加 し、 合意 形成を 図り ながら 国と 地方

自治 体が 共同し て地 域 で有効 な対 策を 持続的 に取 り組ん でい くこ

とが 重要 である と考 え ます。 この 問題 は、社 会経 済全般 にわ たる

改革 を進 められ るか ど うかに よっ てそ の成否 が決 まると いっ ても

過言 では ありま せん 。 職場に おけ る働 き方や 社会 規範を めぐ る課

題、 個人 の価値 観に も 関わる テー マが 多いこ とか ら、企 業を はじ

めと する 民間の 地域 で の取組 が非 常に 重要に なる という ふう に話

して おら れます 。そ こ で、や はり 子育 ての支 援と いうの は非 常に



重要 です が、単 なる 家 庭が頑 張る 、行 政が頑 張る だけで はな いん

だろ うな という よう な ことを ここ では おっし ゃっ ておら れる わけ

でご ざい ます。 そこ で 、本市 にお ける 子育て の支 援力の 強化 、こ

のお考えを伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 本市 にお ける 子育て 支援 力の強 化に つい

てで ござ います が、 今 年度、 米子 市こ ども計 画の 策定を 予定 して

おり まし て、基 本理 念 を「こ ども を生 み育て るこ とに希 望が 持て、

こど も・ 若者が 心豊 か にのび のび と成 長・自 立で きるま ち、 よな

ご」 とし 、切れ 目な く こども ・若 者の 成長・ 自立 を支え る、 子育

て当 事者 が希望 を持 っ てこど もを 産み 、育て られ る環境 を整 備す

る、 様々 な環境 にあ る こども ・若 者や その家 族に 対する 支援 の充

実を 図る の３つ の基 本 方針の 下、 子ど も、若 者の ライフ ステ ージ

に応 じま した９ つの 重 点施策 を設 定し 、子ど も、 若者、 妊産 婦、

子育 て当 事者を 切れ 目 なく支 援し てい くこと とし ており ます 。今

後も この 計画に 沿い ま して、 本市 がこ れまで 取り 組んで きた 子育

て支 援を より一 層強 化 し、全 ての 子ど も、若 者が 将来に わた りま

して 幸せ な生活 を送 る ことが でき る社 会の実 現を 目指し て、 子ど

も、若者、妊産婦、子育て当事者を支援してまいります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 続 いて 、 先ほど 私の ほう からも 申し 上げま した 共同

養育 とい う言葉 がご ざ います 。共 同養 育。共 同養 育につ いて 、子

ども の養 育につ いて は 保護者 が第 一義 的責任 を有 すると いう 基本

認識 がご ざいま す。 こ れにつ いて 、共 同養育 につ いて本 市の お考

えをお尋ねしたいと思います。



○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 共同 養育 につ いてで ござ います が、 子ど

もの 養育 につき まし て は、保 護者 が第 一義的 責任 を有す ると の認

識の 下、 子ども を取 り 巻く各 主体 がそ れぞれ の役 割を果 たし なが

ら、 相互 に協力 して 子 育て当 事者 を支 える必 要が あると 考え てお

りま す。 そのた め、 父 親の育 児参 加へ の啓発 や、 家庭教 育支 援の

推進 、地 域にお ける 子 どもの 居場 所の 充実、 子ど も会へ の支 援な

ど、 地域 全体で 子ど も の育ち を支 える 取組の 推進 、認定 こど も園、

子育 て支 援セン ター な どの地 域の 子育 て支援 拠点 の充実 など に今

後も 取り 組み、 家庭 、 地域全 体で 子ど もの育 ちを 支える 取組 を推

進してまいります。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 ぜ ひよ ろ しくお 願い しま す。地 域で 全体で 子ど もを

見守 り、 そして 育て て いくと いう 考え 、私も 全く 同じ考 えを 持っ

ております。よろしくお願いしたいと思います。

この 項の 最後に 質問 に なりま す。 米子 発地方 創生 、これ につ いて

の課題と展望について、市長の御所見を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 今 まさ に 活躍し てお られ ます石 破内 閣総理 大臣 でご

ざい ます けども 、新 し い日本 をつ くる ために は価 値観の 転換 が必

要と 御認 識の下 、今 国 会にお ける 施政 方針演 説の 中で、 楽し い日

本を 目指 す、そ れを 実 現する ため の政 策の革 新は 地方創 生 2.０ で

あ る と い う こ と を 表 明 さ れ ま し た 。こ れは、 「住 んで楽 しい まち

よな ご」 を将来 像に 掲 げまし て本 市が 取り組 んで きたま ちづ くり

の考 えと 共通を して お りまし て、 この 取組を 継続 してい くこ とで



米子 発地 方創生 が実 現 できる もの と考 えてご ざい ます。 今議 会に

議案 とし てお示 しを し ており ます 、第 ２次ま ちづ くりビ ジョ ンに

おき まし ても、 次代 の 地方創 生を 担う 人づく りを 推進す るた め、

教育 の充 実と子 育て し やすい まち づく りに向 けた 施策の ほか 、公

共交 通の 充実や 防災 ・ 減災機 能の 強化 などを 位置 づけた とこ ろで

あり まし て、ビ ジョ ン の実現 に向 け、 邁進を して いく所 存で ござ

います。以上です。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５３分 休憩

午後 １時００分 再開

○岡 田議 長 休 憩前 に 引き続 き会 議を 開き、 市政 一般に 対す る質

問を続行いたします。

岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 そ れで は 、午前 中に 引き 続きま して 質問を して まい

ります。

大 項目 ３点目 とい た しまし て、 コロ ナ禍後 の各 種学校 行事 の縮

小についてお尋ねをしたいと思います。

先般 、 地元 テレ ビ 局の ニュ ー ス報道 で 、米 子市 内 の小学 校 で行

われ てい る宿泊 を伴 う スキー 教室 が、 コロナ 禍以 後、宿 泊を 取り

やめ てい る学校 があ り 、学校 の対 応の 違いも ある 旨の報 道が あり

まし た。 同時に 私の と ころに も保 護者 から、 コロ ナ禍後 の３ 年間

は児 童も あらゆ る我 慢 をして 感染 予防 に取り 組ん でまい りま した

が、 コロ ナ禍後 の学 校 行事は ぜひ とも 元に戻 して ほしい とい う御

要望 もい ただい たと こ ろであ りま す。 教職員 の負 担軽減 や働 き方

改革 の重 要性、 これ は 本当に 理解 する ところ では ありま すけ ども、



子ど もた ちの健 やか な 成長の ため にも 、コロ ナ禍 前の各 種学 校行

事の 体制 に戻せ ない も のだろ うか と、 こんな ふう に思う わけ でご

ざい ます 。そこ で、 最 初に、 文部 科学 省から の通 達等で コロ ナ禍

後の 学校 行事に つい て 何かあ りま した でしょ うか 、お尋 ねを いた

します。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 コロ ナ 前後の 行事 等に ついて の文 科省の 見解 につ

いて です けれど も、 コ ロナが 終わ った からと いっ て行事 を元 に戻

すと いう ような 単純 な やり方 では なく て、そ の行 事の持 つ意 味と

か目 的に しっか り照 ら し合わ せて 、改 めて行 事を 組んで いく よう

に、そういった趣旨の通知がございました。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 そ うし ま すと、 市内 の小 中学校 のコ ロナ禍 後の 各種

学校行事の変化、これについてお尋ねをします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 コロ ナ 前とコ ロナ 後の 学校行 事の 変化に つい ての

お尋 ねで ござい ます 。 修学旅 行の よう にコロ ナ前 の訪問 先や 日程、

こう いっ たもの に戻 し ている 行事 もあ れば、 体育 祭、あ るい は運

動会 のよ うに以 前は １ 日開催 であ った ものを 半日 開催に 変更 した

よう な行 事もご ざい ま す。コ ロナ 前の 学校現 場に おきま して は、

この 行事 を盛り 上げ よ うとす る気 持ち 、私も そう でした けれ ども、

少し やり 過ぎた よう な 面もあ った かな という ふう に思っ てお りま

した けれ ども、 この コ ロナを 契機 に、 もとも との その目 標を 目指

すこ とが 大事だ とい う 原点に 立ち 戻り ました 。し かしな がら 、そ

うい った ことも あり ま して、 コロ ナを 契機に 目標 を十分 に勘 案し



て、 その 行事が この メ ニュー をや るこ とによ って 達成で きる かで

きな いか という こと 、 厳正に 考え るよ うにな って きたと いう ふう

に思 って おりま す。 そ れから 、運 動会 の例出 しま したけ れど も、

夏は 猛暑 対策と かも あ ったり した もの で、こ うい った様 々な こと

を考 えた 結果、 現在 の 行事は 適正 なも のにな って いるの では ない

かなというふうに思っております。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 同 じく 関 連して です が、 各種学 校の 行事に つい て、

市内 の各 種学校 行事 の 取組、 これ につ いての 違い はあり まし たで

しょうか。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 行事 の 学校ご とに よる 違いは ある のかと のお 尋ね

でご ざい ます。 各学 校 の教育 課程 につ きまし ては 、学習 指導 要領

に定 める ところ によ り まして 、そ の編 成権は 校長 にござ いま す。

当然 のこ となが ら、 学 校行事 の時 期や 内容等 につ きまし ても 目的

の達 成に 向けた 教育 的 効果を 十分 に検 討しな がら 、各学 校が 適切

に判 断を してお りま す 。行事 の学 校ご とによ る違 いとい うの はあ

るわ けで ありま すけ れ ども、 これ は各 学校が 学校 教育目 標を 達成

する ため に工夫 して き た結果 であ り、 各学校 の一 つの特 色で ある

というふうに捉えております。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 続 いて 、 このま ま行 事縮 小され てる ところ もあ るよ

うに 聞い ており ます が 、行事 縮小 につ いて児 童生 徒、あ るい は保

護者 のほ うから アン ケ ート調 査な どで 意見を 聞き 取って いま すで

しょうか、その辺のところをお尋ねします。



○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 児童 生 徒や保 護者 への 行事に つい ての意 見聴 取に

つい ての お尋ね でご ざ います 。行 事を 縮小す ると か拡大 する かと

いう こと の特定 した ア ンケー トと いう のは実 施は してお りま せん

けれ ども 、児童 生徒 に 対しま して は、 行事後 に振 り返り で作 文だ

った り話 合いを した り します し、 それ から、 中心 となっ て運 営し

てい る児 童会や 生徒 会 の反省 会な どで 行って おり ますし 、ま た保

護者 に対 しまし ては 行 事後の 感想 とい うよう なも のをお 寄せ いた

だい たり 、ある いは Ｐ ＴＡの 執行 部会 で保護 者の 皆様の 意見 など

をお 聞き してお りま す 。各学 校は 子ど もや保 護者 の意見 をそ うい

った 形で 把握し てい る という ふう に認 識をし てお ります 。そ うい

った 子ど もや保 護者 の 意見を 受け 止め 、理解 した 上で、 学校 行事

をど うし ていく かに つ いては 、各 学校 が目標 達成 に向け て適 切に

判断しているものだというふうに認識をしております。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 私 、冒 頭 に申し 上げ たん ですが 、ち ょっと 私の 元に

入っ てき たのは 、運 動 会なん かの １日 開催が 半日 になり まし たっ

てい うの は、そ れは 一 定の理 解も 得ら れると は思 うんで すが 、ス

キー 教室 につい て、 ５ 年生が 宿泊 を伴 うスキ ー教 室、６ 年生 は日

帰り でと いうこ とで 。 ただし 、６ 年生 は修学 旅行 がある し、 ５年

生に つい ては宿 泊を 伴 う行事 はそ れが すごく 楽し みにし てお った

にも かか わらず 中止 に なる学 校も ある ように 聞い ており ます 。そ

のま ま引 き続き 宿泊 さ れると ころ もあ れば、 中止 になる とこ ろも

ある 、そ の辺は ちょ っ とどう なの 、ち ょっと 、せ っかく 楽し みに

して たの になあ って い う声が 非常 に強 いです 。も うちょ っと その



大き な範 囲で言 えば 、 このス キー 教室 の宿泊 を取 りやめ とい うの

は、 子ど もの学 びの 縮 小にも つな がっ ていく んじ ゃない かな と、

ちょ っと 大きめ に言 え ばです ね、 そん なふう にも 思うわ けで ござ

いますが、それについて御見解をお尋ねします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 最初 に も話さ れま した 、宿泊 がな くなる と寂 しい

とか 、せ っかく 楽し み にして いた とい うその 保護 者の皆 さん や子

ども の気 持ちと いう の は我々 も十 分理 解はし てお るとこ ろで ござ

いま す。 その前 提に 立 って答 弁さ せて いただ きた いと思 いま す。

宿泊 がな くなる こと に よって 学び が縮 小する ので はない かと 、そ

れを どう 考える かと い うこと でご ざい ます。 スキ ー教室 とい うの

は、 冬の 大山の 自然 に 親しみ 、ス キー 技術の 向上 を図る とと もに、

集団 行動 の規律 を守 り 、互い に協 力し 合う態 度を 養うこ とを 目的

に行 われ ており まし て 、とて も有 意義 であり ます し、本 市の 子ど

もた ちに とって は重 要 な学校 行事 だと いうふ うな 認識を して おり

ます 。市 内のほ とん ど の小学 校が スキ ー教室 を、 教育課 程上 で申

し上 げれ ば特別 活動 、 学校行 事の 中の 健康安 全・ 体育的 行事 と位

置づ けて おりま して 、 安全な 行動 や規 律ある 集団 行動の 体得 、運

動に 親し む態度 の育 成 、責任 感や 連帯 感の涵 養、 体力の 向上 など

を目 標と して取 り組 ん でおり ます 。日 帰りで 実施 してい る学 校も

ござ いま すが、 スキ ー 技能の 習得 には 十分な 時間 を確保 して おり

ます ので 、目標 達成 で きてい るも のと いうふ うに 考えて おり ます。

ま た、 今、話 題に し ていた だい てお ります 、宿 泊を伴 って 実施

して いる 学校に つい て は、先 ほど スキ ー教室 の目 的述べ まし たけ

れど も、 これに 加え て 、集団 宿泊 活動 を通し て集 団生活 の在 り方



や公 衆道 徳など につ い て学ぶ こと がで きる、 そう いった 狙い も盛

り込 んで 実施し てい る という ふう に考 えてお りま す。全 ての 教育

活動 には 狙いが あっ て 、当然 、学 校行 事もそ の狙 いの達 成を 目的

に行 って おりま す。 い ずれに しま して も、宿 泊の 有無が スキ ー教

室の そう いった 変更 が 子ども たち の学 びの縮 小と いうこ とに はつ

ながらないものというふうに考えております。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 答 弁の 前 段では 一定 のス キー教 室に ついて そう いう

学習 の狙 いとか 効果 が あるん だと 、と はいう もの の、宿 泊、 子ど

もの 学び の縮小 には つ ながら ない と考 えてる とい うこと でご ざい

ます けど も、ち ょっ と もう一 度そ こは 、結構 大き な声が ある みた

いな んで す。最 初に 言 ったよ うに 、５ 年生で 宿泊 を伴う とい うの

はも うこ こ、こ のス キ ー教室 、非 常に 楽しみ にし ておら れた 子ど

もた ち、 ずっと 、学 校 に入学 して 、そ れも楽 しみ の一つ の目 標み

たい なの を持っ て学 ん できた 、だ けど コロナ 禍以 降、そ れも 中止

にな りま した。 我が 校 は中止 にな りま した、 でも 隣の学 校は やっ

てま すみ たいな 話だ と 、ちょ っと それ は問題 にな るんじ ゃな いか

なと思います。

改 めて 再考を 願い な がら、 先ほ ど言 われる とお り、学 校長 判断、

学校 のそ れぞれ の、 お のおの の自 主性 とか判 断を 任せて ると いう

こと であ りまし たけ ど も、こ うい う大 きな方 針に ついて はや はり

教育 委員 会のほ うが 、 いま一 度や っぱ りそこ には 介入し てい くべ

きな んじ ゃない かな と 、そん なふ うに 私は思 うわ けでご ざい まし

て、 改め てちょ っと 協 議をし てい ただ きたい とい うこと を、 これ

はも う要 望にし てお き たいと 思い ます ので、 よろ しくお 願い しま



す。

最 後の 質問で ござ い ますが 、こ の全 体を通 して 、こう いう 規模

縮小 とか いろい ろあ る わけで ござ いま すが、 今後 につい て、 米子

市教育委員会の見解をお尋ねします。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 今後 の 対応に つい ての お尋ね でご ざいま す。 子ど

もた ちの 健やか な成 長 のため には 、バ ランス のよ い教育 課程 を編

成す るこ とが大 切で す 。学校 教育 目標 達成に 向け て、ま た子 ども

たち が楽 しく学 び、 そ して大 きく 成長 するた めに は、こ の学 校行

事と いう のは大 変重 要 な役割 を担 って おりま す。 そのた め、 各学

校の 校長 は絶え ずそ の 在り方 につ いて 検討し なけ ればな らな いと

いう ふう に思っ てお り ます。 その 内容 としま して は、先 ほど 文科

省の 通知 の内容 にあ っ たこと 、そ れか ら今、 議員 がおっ しゃ った

よう な保 護者や 子ど も たちの 思い 、そ ういっ たこ とをじ っく り受

け止 めて 、一度 決め た から変 えな いと か、そ うい うこと では なく

て、 やは りそう いっ た 周りの 様子 もし っかり 受け 止めな がら 何が

ベス トか という のを 、 答えは 一つ では ないと 思い ますの で、 しっ

かり と考 えてい く必 要 がある と思 って おりま す。 私ども とし まし

ても 、協 力でき ると こ ろがあ れば しっ かり協 力し て、い ずれ にし

ても 子ど もたち の豊 か な成長 とつ なが るよう 努め ていき たい とい

うふうに思います。

○岡田議長 岩﨑議員。

○岩 﨑議 員 教 育長 の お気持 ちは 大変 よく分 かり ました 。ま た次

の校 長会 にでも 、ぜ ひ こうい う話 題が 実は議 会も 出たよ とい うこ

とを 一つ の話題 提供 と して言 って いた だきな がら 、もし 可能 であ



れば 再考 を願い たい な という ふう にも 考えて おり ます。 全体 的に

は本 当に 議論し て教 育 長の見 解を いた だいた とお りでご ざい ます

ので 、本 当に今 厳し い この職 場環 境も あろう かと 思いま すが 、全

体で よく なって いか な きゃい けま せん し、も ちろ ん、一 番の こと

は子 ども たちの 健や か な健康 な学 びと 学習の 保障 という こと を前

提に 置き ながら 、我 々 もしっ かり とま た物申 して いきた いと 、こ

のよ うに 思って おり ま すんで 、ど うぞ よろし くお 願いし ます 。以

上で質問を終わります。


